
（別紙３）

～ 2025年　2月　10日

（対象者数） 37 （回答者数） 25（23）

～ 2025年　2月　10日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

1
自宅送迎時に保護者様の自宅での悩みや不安の解消になるよ

う相談できる時間の余裕・環境を設ける。

2

・障害特性や発達段階に合わせた支援の向上

・ご家族では外出しずらい場所を選定し活動や興味の幅が広

がる取り組み

3

参加保護者が固定されないよう、様々なイベント企画をして

多くの保護者様との交流の場をつくったり、外部講師を招い

てペアレントトレーニングを開催していきたい。

1

・地域で開催されるお祭りなどのイベントに参加する

・社内の他事業所と合同で地域に開かれたイベントを企画開

催を試みる

さらに充実を図るための取組等

1～2か月に一度保護者様参加イベントを開催している

工作やお料理レク等をお子様と一緒に体験していただいた後、

保護者様同士での交流の場を持ち、日々の悩みや自宅での成功

体験等を共有するすることで子育てのヒントが得られる機会を

提供している。

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・地域に開かれたイベントが開催できていない

・事業所外での地域の方々との交流の場への参加が出来ていな

い

地域主催の行事やイベントへの参加が少ない

送迎対応がある

【保護者様の仕事場や祖父母宅へも相談に予知対応可能】

送迎時の車内で日々の様子の変化が見られたり、やり取りの中

で信頼関係が築けるため、積極的な会話に努めている。

土日祝日、長期休み期間も営業の為、外出をしたり、社内での

他事業所と合同でのイベントもあり、多年齢交流ができる。

利用者様が様々な体験ができ、興味の幅が広がるお出かけ場所

を選び、活動の固定化にならないよう工夫している。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

○ 分析結果

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
2025年　1月　20日

○事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　ジーニアスKIDS植田校

○保護者評価実施期間
2025年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


